


協議会の様子

　

１
月
31
日
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
「
四
国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連

絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
協
議

会
は
、
地
域
社
会
と
国
有
林
野
事
業
の
連

携
強
化
を
図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
は
７
署
代
表
世
話

人
に
参
加
い
た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
そ
の
他
の
市
町
村
に
も
声
を

か
け
、
来
賓
と
し
て
30
市
町
村
の
参
加
を

得
て
大
規
模
な
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
、
野
津
山
局
長
を
は
じ
め

と
す
る
局
幹
部
、
林
野
庁
か
ら
本
郷
国
有

林
野
部
長
、
河
合
技
術
開
発
推
進
室
長
が

出
席
、
協
議
会
会
長
の
上
治
馬
路
村
長
に

議
事
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
林
野
庁
よ
り
「
最
近
の
森
林
・
林
業

の
動
向
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
に

本
郷
国
有
林
野
部
長
に
よ
る
「
林
業
成
長

産
業
化
に
向
け
た
取
組
」
に
関
す
る
講
演
、

続
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ

の
材
料
確
保
に
民
国
連
携
の
協
定
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今

後
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
、
「
森
林

台
帳
の
作
成
に
苦
慮
し
て
い
る
。
林
地
境

界
を
確
定
す
る
作
業
を
進
め
る
の
に
、
所

有
者
不
明
の
森
林
の
取
扱
い
と
共
有
林
の

活
用
に
苦
慮
し
て
い
る
。
」
、
「
来
年
度
よ

り
森
林
環
境
譲
与
税
が
市
町
村
に
譲
与
さ

れ
る
が
、
そ
の
活
用
に
よ
り
森
林
整
備
が

出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
」
、
「
集

落
営
農
組
織
を
設
立
し
て
農
地
と
山
林
の

保
全
・
活
用
と
地
域
活
性
化
を
し
て
い
る

が
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
今
後
は
活
用
し

て
い
き
た
い
。
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

翌
日
は
、
５
市
町
村
の
参
加
を
得
て
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た
建
物
を
３
箇
所
見
学

し
、
こ
れ
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
取
り
入
れ
よ
う

と
し
て
い
る
市
町
村
に
は
興
味
深
い
見
学

と
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
公
益
重
視
、
民
国

連
携
を
推
進
し
、｢

国
民
の
森
林
」
と
し
て

相
応
し
い
国
有
林
の
管
理
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

本郷国有林野部長の講演

高知県立林業大学校の新庁舎を見学する参加者
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特 集

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

特集２

シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確
保
と

活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結

　

２
月
23
日
、
徳
島
森
林
管
理
署
、
徳
島

県
三
好
市
、
香
川
大
学
農
学
部
と
の
間
に

お
い
て
、
地
域
の
「
木
の
文
化
」
の
象
徴

で
あ
る
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
、
奥
祖
谷
の
二

重
か
ず
ら
橋
の
架
け
替
え
資
材
で
あ
る
シ

ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確
保
と
活
用
を
推

進
す
る
た
め
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

祖
谷
の
か
ず
ら
橋
は
３
年
、
奥
祖
谷
二

重
か
ず
ら
橋
は
４
年
に
１
度
架
け
替
え
を

実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
協
定
は
、
同
日

に
開
催
さ
れ
た
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
架
け

替
え
工
事
竣
工
式
」
に
併
せ
て
締
結
し
ま

し
た
。

　

か
ず
ら
橋
の
架
け
替
え
に
は
、
丈
夫
で

腐
り
に
く
い
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
が
６
～
９

ト
ン
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
は
シ
ラ

ク
チ
カ
ズ
ラ
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
と
徳
島
県
三
好
市
で

は
、
平
成
20
年
か
ら
、
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ

の
資
源
確
保
の
た
め
、
国
有
林
に
シ
ラ
ク

チ
カ
ズ
ラ
の
苗
木
を
植
栽
し
、
栽
培
試
験

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
活
着
率
が
低

 協定締結式の様子

い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
つ
る
生
植
物
の
増
殖
や

育
成
に
つ
い
て
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
見

を
有
す
る
香
川
大
学
農
学
部
の
指
導
を
得

な
が
ら
、
三
好
市
、
徳
島
署
を
加
え
た
３

者
に
よ
る
協
定
を
結
び
、
互
い
に
連
携
・ 架け替えられた「かずら橋」

協
力
し
て
、
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確

保
と
併
せ
て
果
実
の
活
用
に
向
け
た
取

組
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
通
じ
て
地
域

振
興
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

徳
島
署
と
し
て
は
、
こ
の
協
定
を
機
に
、

今
後
も
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
保
全
と
地
域

社
会
の
貢
献
に
向
け
た
取
組
を
一
層
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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本
郷
国
有
林
野
部
長
の
現
場

視
察

 

〈
企
画
調
整
課
〉

　

１
月
31
日
～
２
月
２
日
、
本
郷
国
有
林
野

部
長
が
四
国
森
林
管
理
局
管
内
に
お
い
て
、

国
有
林
の
現
場
視
察
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
「
四

国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議

会
」
に
先
立
ち
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署

管
内
の
請
負
生
産
事
業
の
現
場
視
察
、
平

成
29
年
11
月
に
落
成
式
が
行
わ
れ
た
高
知

県
立
林
業
大
学
校
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た

新
校
舎
と
、
同
日
行
わ
れ
て
い
た
人
材
育

成
協
定
に
基
づ
く
国
有
林
野
職
員
に
よ
る

講
義
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
１
日
～
２
日
、
四
万
十
森

林
管
理
署
管
内
の
視
察
に
お
い
て
は
、
本

郷
国
有
林
野
部
長
か
ら
、
地
域
の
た
め
に

国
有
林
に
何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
す
べ

き
な
の
か
考
え
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
国
有
林
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
こ
と
、
事
業
実
行
に
あ
た
っ

て
は
安
全
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
等
に
つ
い
て
、
職
員
へ
の
訓
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
高
知
県
大
月
町
で
発
生

し
た
平
成
28
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

山
腹
斜
面
崩
壊
に
係
る
災
害
関
連
緊
急
治

山
事
業
実
施
箇
所
や
、
木
造
軸
組
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
使
用
し
た
宿
毛
商
銀
信
用
組
合
の
新
店

舗
、
請
負
生
産
事
業
の
現
地
視
察
を
行
い
、

事
業
を
実
行
す
る
際
の
工
夫
や
苦
労
等
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

現場視察の様子訓示の様子

ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
の
販
売

に
つ
い
て

 

〈
資
源
活
用
課
〉

　

高
知
県
林
材
（
株
）
が
１
月
24
日
に
開

催
し
た
初
市
（
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
ま
つ
り
）
に

ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
を
出
品
し
販
売
し
ま
し

た
。

　

ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
に
開
催
し
た
有
識
者
会
議
で
の
検

討
を
踏
ま
え
て
決
定
し
た
「
ヤ
ナ
セ
天
然

ス
ギ
の
今
後
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
、
資

源
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く
た
め
、
継

続
的
・
計
画
的
な
伐
採
及
び
供
給
は
平
成

30
年
度
か
ら
休
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
般
、
出
品
し
た
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
は
、

計
画
期
間
の
最
後
の
年
と
な
る
今
年
度
、

上
層
木
に
被
圧
さ
れ
て
い
る
中
下
層
木
の

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
成
長
を
促
し
、
後
継
樹

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年

９
月
に
間
伐
を
実
施
し
、
ヘ
リ
集
材
で
搬

出
し
た
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
の
内
、
最
大
径

級
と
な
る
材
の
一
連
材
を
含
む
65
本
（
約

１
６
０
㎥
）
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
初
市
に
は
、
高
知
県
内
を
は
じ

め
、
四
国
、
関
西
、
九
州
、
東
北
地
方
な

ど
か
ら
多
数
の
買
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

多数の参加者で賑わう初市

　

販
売
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
搬

出
し
た
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
の
中
で
最
大

径
級
と
な
る
１
３
８
㎝
（
長
さ
２
ｍ
）
の

元
玉
が
１
㎥
当
た
り
67
万
円
と
最
高
値
と

な
り
、
こ
の
材
を
含
め
た
一
連
材
（
元

玉
か
ら
６
番
玉
）
の
販
売
合
計
額
は
約

５
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
品
し
た
合
計
65
本
の
販
売
合

計
額
は
約
２
７
７
３
万
円
、
平
均
販
売
単

価
は
１
㎥
当
た
り
17
万
円
と
な
り
ヤ
ナ
セ

天
然
ス
ギ
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
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「高知県立林業大学校協定の
森」で現地実習を実施

林業成長産業化地域創出モデ
ル事業の勉強会を開催（署で
何が出来る）

労働災害防止に係る安全会議
の開催について

保育所で森林環境教育を実施

２校で木工クラフト学習

「
高
知
県
立
林
業
大
学
校
協
定

の
森
」
で
現
地
実
習
を
実
施

 

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
11
月
22
日
、
四
国
森
林
管
理
局
と

高
知
県
と
の
間
で
、
高
知
県
立
林
業
大
学

校
（
平
成
30
年
４
月
本
格
開
校
）
に
お
け

る
人
材
育
成
に
向
け
た
連
携
及
び
協
力
に

関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
の
協

定
に
基
づ
き
管
内
の
谷
相
山
国
有
林
に
設

定
さ
れ
た
「
協
定
の
森
」
で
実
施
さ
れ
る

現
地
実
習
に
職
員
を
派
遣
し
、
現
地
で
の

作
業
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
実
習
で
は
、
地
拵
や
植
付
、
シ
カ

防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
と
い
っ
た
作
業
を
未

経
験
の
学
生
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
十
分
な
準
備
と
体
制
作
り
が
重

要
と
考
え
、
民
国
連
携
を
担
う
森
林
技
術

指
導
官
を
キ
ャ
ッ
プ
に
、
署
の
職
員
で
指

導
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
実
際
の
作
業
手
順

や
各
職
員
の
役
割
、
進
行
等
に
つ
い
て
入

念
な
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グリーン四国№ 1176

２
度
に
わ
た
る
林
業
学
校
関
係
者
と
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
１
月
30
日
に
林

業
学
校
で
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
概
要
等
に

つ
い
て
座
学
を
行
っ
た
後
、
２
月
２
日
か

ら
協
定
の
森
に
お
い
て
、
歩
道
新
設
や
シ

カ
ネ
ッ
ト
設
置
前
の
枝
条
整
理
等
の
実
習

を
開
始
し
ま
し
た
。
当
署
か
ら
は
、
毎
回

の
現
地
実
習
に
10
名
前
後
の
職
員
が
講
師

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
厳
し
い
寒
さ
と
慣
れ
な
い

急
傾
斜
地
で
の
作
業
が
重
な
り
、
思
っ
た

よ
う
に
体
が
動
か
な
い
研
修
生
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
徐
々
に
作
業
に
も
慣
れ

て
い
き
、
現
地
実
習
を
重
ね
る
毎
に
順
調

に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
チ
ー

ム
に
お
い
て
も
、
実
習
終
了
後
に
は
当
日

の
反
省
点
を
職
員
で
話
し
合
い
、
改
善
点

を
次
回
の
実
習
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ

る
な
ど
、
効
果
的
な
実
習
と
な
る
よ
う
工

夫
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
積
雪
が
多
か
っ
た
た
め
、
何
度
か

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
延
期
と
な
り
な
が
ら
も
、

２
月
末
の
時
点
で
地
拵
や
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト

の
設
置
作
業
が
終
了
し
、
３
月
に
は
植
付
の

現
地
実
習
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

林
業
学
校
か
ら
は
、
来
年
度
以
降
も
引

き
続
い
て
の
協
力
要
請
を
受
け
て
お
り
、

当
署
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
国
有
林
の
現

場
で
培
わ
れ
た
技
術
力
を
大
い
に
発
揮
し
、

こ
れ
か
ら
の
高
知
県
の
林
業
を
担
う
若
い

人
材
が
、
安
全
で
効
率
的
な
作
業
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
署
を
あ
げ

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。現地実習に先立ち、座学を実施する曽我部

森林技術指導官

現地実習：地拵作業の概要について説明する署員と学生現地実習：シカネット設置を実施中の署員と学生

5
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労
働
災
害
防
止
に
係
る

安
全
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

平
成
29
年
度
も
終
盤
を
迎
え
、
各
事
業

が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
ー
を
か
け
て
い
る
２

月
26
日
、
愛
媛
森
林
管
理
署
会
議
室
に
お

い
て
、
請
負
事
業
体
及
び
立
木
販
売
契
約

者
を
対
象
と
し
た
「
労
働
災
害
防
止
に
係

る
安
全
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
署
及
び
請
負
事
業
体
の
職

員
等
41
名
が
参
加
し
、
本
年
度
、
全
国
で

５
件
の
重
大
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
や
、

当
署
が
本
年
度
に
取
り
組
ん
だ
５
つ
の
取

組
（
①
愛
媛
労
働
局
・
各
労
働
基
準
監
督

署
及
び
林
業
・
木
材
製
材
業
労
働
災
害
防

止
協
会
（
愛
媛
県
支
部
）
と
の
関
係
強
化
、

②
愛
媛
県
農
林
水
産
部
森
林
局
と
の
関
係

強
化
、
③
関
係
市
町
と
の
関
係
強
化
、
④

関
係
事
業
体
と
の
関
係
強
化
、
⑤
職
員
の

安
全
意
識
の
向
上
）
の
成
果
を
活
か
す
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
署
長
か
ら
「
何
か
一
つ
で

も
持
ち
帰
っ
て
各
現
場
で
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
後
、次
長
か
ら
、

本
会
議
の
開
催
目
的
・
伐
倒
作
業
に
お
け

る
関
係
法
令
の
遵
守
等
に
係
る
安
全
指
導

と
重
大
災
害
５
件
の
概
要
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
松
山
労
働
基
準
監
督
署
安
全

衛
生
課
長
よ
り
、「
林
業
に
特
化
し
た
安

全
会
議
の
開
催
意
義
と
林
業
災
害
の
推
移

及
び 

こ
れ
か
ら
の
安
全
衛
生
活
動
に
つ
い

て
」、
林
災
防
愛
媛
支
部
の
業
務
部
長
よ

り
、「
民
有
林
で
の
重
大
災
害
を
事
例
と
し

た
安
全
対
策
の
説
明
」、
管
内
で
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
「
風
害
木
・
雪
害
木
の
安

本藤地域林政アドバイザーによる説明

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
の
勉
強
会
を
開
催

（
署
で
何
が
出
来
る
）

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

当
署
管
内
の
久
万
高
原
地
域
は
、
県
内

に
お
け
る
民
有
林
の
素
材
生
産
量
の
45
％

を
占
め
、「
久
万
林
業
」
と
し
て
県
内
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
全
国
に
そ
の
存
在
感
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
林
野
庁
の
林
業

成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業　

林

業
成
長
産
業
化
地
域
の
指
定
を
受
け
、「
林

業
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
国
有
林
と
し
て

何
を
貢
献
で
き
る
の
か
検
討
す
る
た
め

に
、
久
万
高
原
町
か
ら
、
菅
林
業
戦
略
課

長
、
本
藤
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
来

署
い
た
だ
き
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
、
河
野
首
席
森
林
官
や
各

グ
ル
ー
プ
長
は
じ
め
10
名
が
参
加
し
、
本

藤
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
総
合

商
社
「
久
万
林
業
本
部
（
仮
称
）」
の
創
設

や
事
業
の
４
本
柱
、
目
指
す
目
標
等
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
由
討
議
で
は
、
土
場
と
林
道
の
共
同
利

用
、
レ
ー
ザ
航
測
や
ド
ロ
ー
ン
活
用
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
に
よ
る
山
側
の
在
庫
管
理
、
地
域

管
理
経
営
計
画
と
の
連
動
等
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
で
協
力
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

署
と
し
て
は
今
回
の
勉
強
会
を
キ
ッ
カ

ケ
と
し
、
更
な
る
検
討
を
加
え
具
体
的
に

何
が
で
き
る
の
か
、
ま
ず
は
「
隗
よ
り
は

じ
め
よ
」
で
地
域
の
お
役
に
立
て
る
国
有

林
を
目
指
し
ま
す
。

全
な
処
理
作
業
」
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の

紹
介
を
、
愛
媛
県
森
林
局
林
業
政
策
課
指

導
普
及
係
長
か
ら
は
、
愛
媛
県
が
平
成
30

年
４
月
に
整
備
し
た
全
国
２
例
目
と
な
る

チ
ェ
ン
ソ
ー
操
作
訓
練
等
が
で
き
る
安
全

施
設
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
社
内
の
安
全
会
議
で
使
い
た
い

と
今
回
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
い
く
事
業
体

が
あ
っ
た
ほ
か
、
作
業
員
の
研
修
に
県
の

施
設
を
活
用
し
た
い
と
の
声
や
、
森
林
官

が
地
域
活
動
で
築
い
た
パ
イ
プ
を
活
か
し

て
、
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
た
署
内
職
員

と
森
林
組
合
職
員
と
は
笑
顔
で
次
回
の
懇

親･･･

を
。
と
、そ
れ
ぞ
れ
の「
何
か
一
つ
」

を
持
ち
帰
れ
た
会
議
で
し
た
。
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保
育
所
で
森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

２
月
６
日
「
論ろ
ん
で
ん田
保
育
所
」、
２
月
22
日

「
昭
和
保
育
所
」、
２
月
26
日
「
み
の
り
保

育
園
」
に
お
い
て
、
幼
児
を
対
象
に
し
た

森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
春
に
は
葉
や
花
と
な
る
冬

芽
を
写
真
付
き
で
紹
介
す
る
絵
本
「
ふ
ゆ

め
が
っ
し
ょ
う
だ
ん
」
で
、
冬
の
公
園
や

雑
木
林
等
で
見
ら
れ
る
樹
木
の
冬
姿
や
冬

芽
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
木
と
の
触
れ
合
い
を
体
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
木
の
枝
や
木
の
実
等
を

使
っ
た
写
真
立
て
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
枝
や
木
の
実
、
端
材
等
を
上

手
に
使
い
な
が
ら
こ
だ
わ
り
の
作
品
に
仕

２
校
で
木
工
ク
ラ
フ
ト
学
習

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

２
月
２
日
に
大
月
町
立
大
月
小
学
校
で

２
年
生
28
名
、
２
月
７
日
に
は
宿
毛
市
立

咸か
ん
よ
う陽
小
学
校
の
２
年
生
42
名
を
対
象
に
木

工
ク
ラ
フ
ト
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
校
で
は
、
工
作
に
入
る
前
に
紙
芝
居

「
森も
り

」
や
森
林
環
境
教
育
用
の
下
敷
き
で
、

植
林
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
世
話
を
し
な

い
と
立
派
な
木
に
成
長
し
な
い
こ
と
、
人

紙芝居「森」を見る様子（大月小学校）お雛様の置き物作り完成したよ（咸陽小学校）

仲良く写真立て作り

冬芽を学ぶ

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
幼
い
頃
か
ら

森
林
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

が
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
を
す
れ
ば
、
水
を
蓄

え
、
き
れ
い
な
空
気
を
作
り
、
災
害
を
防

い
だ
り
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
月
小
学
校
で
は
魚
梁
瀬
ス
ギ

等
の
小
枝
の
輪
切
り
を
使
用
し
た
く
ま
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、
サ
ク
ラ
等
の
小
枝
で

木
の
鉛
筆
作
り
を
し
ま
し
た
。
各
キ
ッ
ト

を
児
童
達
が
ボ
ン
ド
で
貼
り
付
け
、
鉛
筆

の
芯
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
咸
陽
小
学
校
で
は
、
お
雛
様
飾
り

の
セ
ッ
ト
に
切
り
抜
い
た
ヒ
ノ
キ
板
の
パ
ー

ツ
に
児
童
達
が
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
自
由
に

色
を
塗
り
、
ヒ
ノ
キ
の
台
座
に
ボ
ン
ド
で
貼

り
付
け
て
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
校
と
も
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
真
剣
に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

様
子
を
取
材
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
達
か
ら
感
想
の
発
表
が

あ
り
、「
紙
芝
居
を
見
て
木
や
森
林
の
大
切

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。」、「
す
て
き
な
お
雛

様
の
置
物
が
出
来
た
の
で
家
族
に
見
せ
て

家
の
玄
関
に
飾
り
ま
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
作
を
通
じ
、

木
の
持
つ
手
触
り
や
温
も
り
な
ど
、
素
材

と
し
て
の
木
材
の
良
さ
や
森
林
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
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梼
原
町
の
紹
介
と
森
林
・
林
業
に
関
係

す
る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

高
知
県
の
北
西
部
、
愛
媛
県
と
の
県

境
、
四
万
十
川
源
流
域
に
位
置
し
、
日
本

三
大
カ
ル
ス
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
四
国
カ

ル
ス
ト
を
有
し
、
森
林
は
町
の
総
面
積
約

２
万
４
千
ha
の
う
ち
91
％
を
占
め
る
、
豊

か
な
森
林
に
覆
わ
れ
た
森
と
水
の
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
工
林
の
多
く
は
、
戦
後
、
木
材
需
要

の
増
加
に
対
応
す
る
こ
と
が
町
民
生
活
の

向
上
に
な
る
と
の
思
い
か
ら
、
造
林
資
金

の
貸
付
等
に
よ
り
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林

を
推
進
し
た
こ
と
か
ら
、
民
有
林
に
お
け

る
人
工
林
率
は
約
７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

梼
原
町
森
林
組
合
で
は
、
平
成
12
年
に

団
体
と
し
て
日
本
初
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
森
林
認

証
を
取
得
し
、
梼
原
町
の
森
林
の
約
62
％

（
13.4
千
ha
）
で
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
森
林
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
組
合
の
製
材
工
場
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認
証

も
取
得
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
活
か
し

た
木
材
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
12
年
に
「
梼
原
町
森
林

づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
森
づ
く

り
の
基
本
理
念
と
基
本
方
向
を
明
ら
か
に

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
森
林
の
維
持
と
豊

か
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
森
林
の
有
す
る
機
能
の
高
度
発
揮
に

関
す
る
施
策
及
び
林
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
森
林
の
整
備
・

保
全
と
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を
図
り
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
の
際
に
発
生
す
る
端
材
等

の
未
利
用
材
を
ペ
レ
ッ
ト
に
し
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
等
で
熱
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
す
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
地
域
循
環
モ
デ
ル
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
為
、
町
で
は
、
平
成
20

年
度
に
ペ
レ
ッ
ト
工
場
を
建
設
し
、
未
利

用
材
を
ペ
レ
ッ
ト
工
場
に
持
ち
込
ん
だ
場

合
、
森
林
所
有
者
に
対
し
て
１
ｔ
当
り
４
，

８
０
０
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
、
4.2
百
ｔ
に
対
し
て

38.9
百
万
円
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
活
用
と
し
て
、
四
国
で
初
め
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
科
学
的
な
証

拠
に
裏
付
け
さ
れ
た
森
林
浴
で
あ
り
、
四

国
に
は
３
本
し
か
認
定
さ
れ
て
い
な
い
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
う
ち
２
本
が
町
内

に
あ
り
ま
す
。
森
林
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

生
ま
れ
ま
す
の
で
、
来
町
さ
れ
た
際
は
、
ぜ

ひ
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
公
共
建
築
物
を
中
心
と
し
た

多
く
の
建
築
物
が
町
産
材
を
活
用
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
新
国
立
競

技
場
の
設
計
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
隈
研
吾

氏
の
設
計
に
よ
る
建
築
物
が
現
在
建
築
中

の
も
の
も
含
め
６
棟
あ
り
、
勤
務
先
で
あ

る
梼
原
町
総
合
庁
舎
も
そ
の
一
つ
で
、
多

く
の
見
学
者
が
来
庁
さ
れ
て
い
ま
す
。

梼原町総合庁舎

久保谷セラピーロード

　

本
町
で
も
林
業
の
担
い
手
不
足
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
担
い
手
の
技
術
知
識
の
習
得
を
目
的

と
し
た
、
ゆ
す
は
ら
産
業
担
い
手
育
成
塾

を
平
成
27
年
度
に
設
立
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
10
名
の
塾
生
で
、
先
進
地
の
見
学
や

講
師
を
招
い
て
の
研
修
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
後
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
受
け

て
い
る
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
か
し
た
、

木
材
需
要
、
原
木
生
産
の
拡
大
を
行
う
こ

と
に
よ
り
梼
原
町
の
森
林
・
林
業
が
持
続

的
な
産
業
と
な
る
よ
う
関
係
者
の
皆
様
と

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。



　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
こ
こ
で
は
、
林
野
庁
四
国
森
林
管
理
局
に

入
庁
後
、
各
署
に
配
属
さ
れ
て
職
場
の
皆
さ

ん
と
業
務
を
こ
な
し
、
頑
張
っ
て
い
る
若
獅

子
達
【
ヤ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
】
に
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
今
後
の
夢
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
嶺
北
森
林
管

理
署
治
山
グ
ル
ー
プ
　
吉
元
崇
紘
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

�

職
場
に
入
る
前
の
印
象
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

良
い
意
味
で
と
に
か
く
男
臭
く
豪
快
な
職

場
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
と
て

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
見

知
ら
ぬ
四
国
森
林
管
理
局
の
新
採
担
当
職
員

の
方
か
ら
入
庁
前
に
お
電
話
を
い
た
だ
き
、

事
務
連
絡
の
ほ
か
、
僕
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

相
談
ま
で
親
身
に
な
っ
て
乗
っ
て
い
た
だ

き
、
お
か
げ
さ
ま
で
肩
の
力
が
抜
け
、
安
心

し
て
入
庁
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

�

入
庁
後
の
印
象
は
ど
う
で
し
た

　

僕
は
今
ま
で
自
分
は
男
気
あ
ふ
れ
る
熱
い

男
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
物
の
漢
を

目
の
前
に
す
る
と
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
輩
（
男
性
）
：
男
気
が
あ
り
後
輩
思
い

で
熱
い
が
、
女
性
（
特
に
妻
）
に
は
め
っ
ぽ

う
弱
い
。

　

先
輩
（
女
性
）
：
時
に
は
誰
よ
り
も
厳
し
い

と
の
噂
で
す
が
、
普
段
は
職
場
の
中
で
爽
や
か

な
癒
し
の
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�

職
場
で
楽
し
い
と
き
っ
て
ど
ん
な
と

き
？

　

新
鮮
な
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
で

す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
五
感
全
て
で
感

じ
る
こ
と
も
で
き
、
人
生
初
の
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
に
触
れ
た
時
は
思
わ
ず
積
雪
に
大
の
字

ダ
イ
ブ
し
、
大
人
に
な
っ
て
無
く
し
て
い
た

ピ
ュ
ア
な
心
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
第
１
回
ヤ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
に
登

場
さ
れ
た
谷
脇
さ
ん
が
落
と
し
た
も
の
を
幸

運
に
も
拾
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。）

　
　
　

�

逆
に
難
し
い
な
ぁ
っ
て
思
う
と
き
っ

て
あ
り
ま
す
か
。

　

入
庁
当
時
は
土
佐
弁
が
あ
ま
り
分
か
ら
ず

言
葉
の
壁
を
感
じ
ま
し
た
が
、
今
で
は
ち
っ

く
と
し
た
時
に
思
わ
ず
口
に
出
し
て
し
ま
う

ほ
ど
馴
染
ん
で
き
ち
ょ
り
ま
す
。
最
近
は
『
せ

ご
ど
ん
（
大
河
ド
ラ
マ
）』
を
見
な
が
ら
故
郷

の
言
葉
を
復
習
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

�

今
ま
で
の
業
務
を
振
り
返
っ
て
み
て

ど
う
で
す
か

　

今
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

学
ぶ
楽
し
さ
を
日
々
実
感
し
つ
つ
、
山
に
入
る

ご
と
に
歴
史
の
深
さ
、
自
然
の
雄
大
さ
、
先
輩

方
の
偉
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
や
り
が
い

や
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
担
当
外
の
業
務
に
つ
い
て
も
基

礎
的
な
こ
と
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
広
い
目
線
を
養
い
様
々
な
つ
な
が
り
や

将
来
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
普
段
の
業
務
に

励
む
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
時
等
に
は
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
等
を
と
お

し
て
他
団
体
と
の
関
わ
り
も
多
く
、
様
々
な

組
織
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、
互
い

の
強
み
を
活
か
し
協
働
し
て
地
域
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�

今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
せ

ん
か

　

僕
は
率
直
に
こ
の
職
場
に
入
庁
で
き
て
良

か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
や
る
気
次
第

で
様
々
な
道
も
拓
く
こ
と
が
で
き
、
可
能
性

の
大
き
な
職
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
積
極
的
に
動
き
、
様
々
な
経
験
を

し
て
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
民
国
連
携
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
も

貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。（
今

は
ま
だ
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
は
先
輩
方
の
よ
う
に
業

務
で
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。）

　
前
回
と
同
じ
く
平
成
28
年
度
入
庁
さ
れ
た

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
緊
張
し
て
い
た
の
か
、
終
始
控
え
め
な

印
象
で
、
優
し
い

青
年
ぶ
り
が
よ
く

伝
わ
り
ま
し
た
。

同
時
に
心
は
男
気

あ
ふ
れ
る
方
な
ん

だ
な
ぁ
と
感
じ
ま

し
た
。
写
真
の
よ

う
に
今
後
も
職
場

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
思
い
切
り
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

【 

栄 

談
】

吉元　崇紘さん

地域の皆さんとよさこい祭りに参加
（チーム「本山さくら」）

「嶺北スギ」をふんだんに使った地方車



　

目
黒
森
林
事
務
所
は
、
愛
媛
県
の
南
西

に
位
置
す
る
北
宇
和
郡
松
野
町
に
所
在
し

て
お
り
、
松
野
町
内
及
び
北
宇
和
郡
鬼
北

町
内
（
旧
日
吉
村
周
辺
）
の
国
有
林
約

２
３
０
０
ha
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

松
野
町
内
に
所
在
す
る
目
黒
山
国
有
林

は
、「
日
本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」

に
選
定
さ
れ
た
滑
床
渓
谷
（
宇
和
島
森
林

事
務
所
管
内
）
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

最
高
峰
の
「
目め

ぐ

ろ

と

や

黒
鳥
屋
」（
１
１
５
７
ｍ
）

の
頂
上
か
ら
は
、
四
国
ア
ル
プ
ス
の
山
々

が
一
望
で
き
、
さ
ら
に
、
今
の
時
期
に
は
、

天
然
林
の
峰
々
が
真
っ
白
に
雪
化
粧
を

し
、
と
て
も
美
し
く
、
滑
床
へ
向
か
う
道

筋
か
ら
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
滑
床
渓
谷
の
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
に
加 地域の行事に参加する筆者（写真右端）

え
て
、
管
内
の
林
道
を
利
用
し
た
松
野
・

四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
る

等
、
当
事
務
所
管
内
の
山
々
は
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
現
在
、

保
育
間
伐
（
活
用
型
）
を
中
心
に
計
画
的

な
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
は
、
伐
期
を
迎
え
た
林
分
で
の
主
伐
・

再
造
林
も
進
め
て
い
く
予
定
で
、
事
業
量

は
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

目
黒
森
林
事
務
所
で
は
、
管
内
国
有
林

の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
目
黒
山
山
神

宮
を
修
繕
し
て
、
国
有
林
を
訪
れ
る
方
や

各
事
業
の
安
全
を
常
日
頃
か
ら
職
員
一
同

で
願
っ
て
い
ま
す
。

　

目
黒
地
域
は
、
住
民
の
方
々
と
の
関
わ

り
も
深
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
転
勤
族

の
私
た
ち
を
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、
ま

る
で
地
域
で
育
っ
た
子
供
の
よ
う
に
大
事

に
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
地
域

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
各
種
行
事

に
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
を
も
っ
て
１
４
２
年
と

長
い
歴
史
を
築
い
て
き
た
松
野
南
小
学
校

が
閉
校
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同

校
と
私
た
ち
は
、
遊
々
の
森
の
協
定
を
結

び
、
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
滑
床
山
開
き

で
の
森
林
教
室
を
は
じ
め
、
サ
ク
ラ
の
木

の
植
樹
等
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
職
員
の
中
に
は
同
校
の
卒

業
生
や
子
供
が
通
学
し
て
い
た
者
も
お

り
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
は
地
域
も
少
し
さ
み
し
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
、
国
有
林
が
存

在
を
発
揮
し
地
域
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。県道から望む目黒鳥屋周辺 目黒山の安全を司る祠


